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令和２年度 社会福祉法人なでしこ会事業報告書 
 

《 基本理念 》 

明るく誰もが温もりを感じ、夢のある生活の実現 

  
社会福祉法人なでしこ会は、地域住民の自主的な福祉活動、保健活動等のための場を提供し、誰もが日常

的に相互に支えあい、住み慣れたところで安心して自立した生活が続けられる地域社会の実現に寄与して参

りました。 
 
《 経営基本方針  》 
  ３Ｓ（スリーエス） 
   ＳＭＩＬＥ  （スマイル）  笑顔にあふれたアットホームなサービスを提供します。 
   ＳＰＡＣＥ  （スペース）  快適な環境作りに努めます。 
   ＳＥＲＶＩＣＥ（サービス）  利用者の立場になって生活を支援します。 

 
《 経営施設・実施事業 》 
  Ⅰ．法人本部 
     横浜市市営住宅等生活援助員派遣事業 
  Ⅱ．特別養護老人ホーム夢の里（介護保険指定事業所番号 1470600121） 
     介護老人福祉施設 

短期入所生活介護・介護予防短期入所生活介護 
     横浜市高齢者食事サービス事業 
Ⅲ．横浜市岩崎地域ケアプラザ（介護保険指定事業所番号 1470600063・140060019） 

通所介護事業・介護予防通所介護 
居宅介護支援事業 
介護予防支援事業 
地域包括支援事業 
地域活動・交流事業 
生活支援体制整備事業 

 Ⅳ．横浜市常盤台地域ケアプラザ（介護保険指定事業所番号 1470601400・1490600085・1490600093） 
通所介護事業・介護予防通所介護 
認知症対応型通所介護 
居宅介護支援事業 
介護予防支援 
地域包括支援事業 
地域活動・交流事業 
生活支援体制整備事業 
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以上の基本理念、経営基本方針をもって、下記のことを推進してまいりました。 
 

記 
★ 事業項目 
１）利用者へのサービス提供 
①  自立と主体性を尊重し、利用者本位のサービスを目指しました。 
②  集団生活という生活環境の中で、利用者一人ひとりの生活づくりに努めました。 
③  役職員をはじめ、家族、親近者等が協同のパートナーとして利用者の援助に取り組みました。 
④  利用者の心身両面の維持向上のため、必要な援助を絶えず追及していきました。 
⑤  安全に継続的にサービス提供がなされるよう万が一に備え、日常的な防災予防を図るとともに、

定期的な訓練等の実施により、防災対策に万全を期して参りました。 
⑥  社会福祉施設の一つの重要な役割として、人材育成の観点から実習生や中学校の総合学習の 
一環としての介護体験、高校におけるインターシップ等の受け入れを実施して参りました。また見

学者やボランティアにつきましても、引き続き積極的に受け入れて参りました。 
 

２）地域福祉の推進 
① 子供から高齢者まで、地域福祉の多様なニーズに応えられるよう総合福祉施設の機能を充実させ、

子育て支援や在宅高齢者福祉の推進及び福祉教育等、地域福祉の拠点としての役割に努めました。 
② 隣接法人である学校法人聖ヶ丘学園には、聖ヶ丘教育福祉専門学校・付属育和幼稚園及びひかり

の風保育園が開園されております。園児や学生との日常的な交流はもとより、学生の実習・履修の

一環として法人が経営、運営する施設及び事業を積極的に活用して頂き、専門職者の育成の一翼を

担いました。 
③ 施設、各種学校、地元自治会、民生委員、児童委員協議会、地区社会福祉協議会、老人クラブ及

び各種学校等との交流を深めることに努めました。 
④ 災害非常時には災害弱者などに対する地域の緊急避難場所としての役割を果たせるよう、体制及

び非常災害用備蓄を整えて参りました。 
 

  ３）法令・規程規則等の遵守 
 役職員は社会福祉法人として求められている「社会的責任」「社会貢献」を自覚し、専門職とし

て職務倫理を身につけ、法律及び関係法令等並びに法人定款、規程を理解しつつ遵守し、社会規範

を尊重して日常の業務を適正に遂行して参りました。 
 

★ 中長期計画 
施設系サービスや在宅系サービスが各施設の近くに多く設立されている現状において、法人経営を安

定的また継続的に行うため、体制の整備及び制度設計を中期計画（平成２６年４月からの５年間）に位

置づけ、実施いたしました。令和元年度から５年間の中期計画についても、ビジョン・内容等を大きく

変えることなく、前中期計画で実現できなかったことを重点に実施して参りました。  
長期計画（平成２６年４月からの１０年間・財務状況の安定化及び施設の修繕計画長期計画）につい

ても、中間期として修繕・設備入替計画の見直し等を行い、残りの５年間の目標と計画を設定いたしま

した。 
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夢の里修繕計画 
１）設備更新 

 設置年月 概算見積額 期間 備 考 

ボイラー 開所時 8,880,000円 中  
エレベーター 〃 25,000,000円 長  

自動ドア 〃 850,000円 長  

ナースコール 〃 5,600,000円 長  
冷暖房設備（旧） 〃 11,000,000円 中 H29～30年度 実施済 
クーリングタワー撤去 〃 3,850,000円 長  
業務用洗濯脱水機 平成7年9月 2,200,000円 長  
業務用乾燥機 平成6年7月 2,200,000円 長 R02年7月入替 
機械浴槽 開所時 8,800,000円 短 H28年度 実施済 
自家発電機（非常用） 〃 7,480,000円 長  

合   計 75,860,000円   

２）リフォーム 

 設置年月 概算見積額 期間 備 考 

２Ｆリフォーム 開所時 30,855,000円 中  
 内） クロス張替  6,435,000円   
 内）Ｐタイル張替  3,300,000円   
内）  天井張替  2,970,000円   
 内） ベッド入替  18,150,000円   

ＬＥＤ改修工事 開所時 8,000,000円 短 令和元年度 実施済 

合   計 38,855,000円   

３）外観 

 設置年月 概算見積額 期間 備 考 

外壁躯体・タイル 開所時 12,412,000円 中 横浜市補助事業対象予定 
（防水は除く） 

仮設・監督費・諸経費 
込み 

シーリング工事 〃 7,900,000円  
鉄部・外壁塗装 〃 9,000,000円  
防水 H20年6月 15,188,000円  

合   計 44,500,000円   

 
修繕計画 合計  １５９，２１５，０００円 

内）実施済 実額   ２０，５３６，２８０円 
 

修繕計画残額   １２９，２１５，０００円 
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★ 役職員関係報告 
役職員の資質向上のため、自己啓発を促して行く事はもとより、各種研究会、研修会へ積極的に  

参加していくこととしておりましたが、新型コロナウィルス感染拡大予防の観点から、法人内外の研

修会の中止や研修会参加の自粛をしてまいりました。新しい研修体制として、オンライン研修への参

加申込を推奨していくとともに、感染予防を念頭に置きながら、研修体制の構築を今後も図って参り

ます。 
 

１） 理事・監事 
① 定  数  理事６名以上７名以下  監事２名 
② 任  期  令和３年６月 定時評議員会まで 
③ 理 事 長  石井 和男 
④ 常務理事  佐瀬 一裕 
⑤ 理  事  関 寛  瀬戸 謙一  古城 高之  町田 貴宏 
⑥ 監  事  飯塚 忠孝  高澤 襄 
⑦ 開催実績  ５月２０日 監事監査（令和元年度事業報告、決算報告） 
        ２７日 事業報告、決算報告、評議員選任・解任委員の選定 

評議員候補者の推薦提案 
      ８月２６日 第１四半期報告（書面表決） 
     １１月１１日 上半期事業報告、決算報告 
      ３月２４日 令和３年度事業計画、当初予算 
 

２） 評議員 
① 定  数  ７名以上８名以下 
② 任  期  令和６年６月 定時評議員会まで 
③ 評 議 員  浅野 高嶺   石川 源七  井上 貴恭  中島 良行  橋本 文伸 
      廣田 智可子  原 正子 

④ 開催実績  ６月２３日（定時） 事業報告、決算報告、評議員改選 等 
       １１月２７日     上半期事業報告、決算報告（書面表決） 

 
  ３）評議員選任・解任委員会 
    ① 定  数  ３名 
    ② 任  期  令和４年６月 定時委員会まで 
    ③ 委 員 長  山口 和秀 ： 委  員  小川 浩之  高澤 襄（監事兼務） 
    ④ 開催実績  ６月 ３日  議長選出について、評議員の選任について 
         
４）法人本部会議の開催について 

    概ね月２回、通算２０回本部会議を開催し、主に法人、各施設及びサービスにおける運営や実績等

の話し合いを行いました。 
     出席者：石井理事長、関理事、佐瀬事務局長、古城所長、瀬戸施設長、町田所長 
     令和２年 ４月 ８日  主な議題  令和２年度組織体制について 
                       緊急事態宣言を受けての対応について 
            ２２日   〃    各施設事業報告・会計報告（書面のみ） 
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          ５月１３日   〃    新型コロナウィルスの対応について・賞与について 
          ６月１０日   〃    評議員会資料・令和元年度財務分析指標について 
            ２４日   〃    各施設事業報告・会計報告 
          ７月 ８日   〃    人事考課について 
            ２２日   〃    各施設事業報告・会計報告 
          ８月１２日   〃    人事考課制度について・新型コロナ助成事業について 
          ９月 ９日   〃    人事考課制度について（DVDによる考課者研修） 
                       新型コロナ助成事業について 
            ２３日   〃    各施設事業報告・会計報告 
         １０月 ８日   〃    常盤台ｃｐ苦情の件 
            １４日   〃    常盤台ｃｐ苦情の件・人事考課について 

１１月の理事会、評議員会について 
            ２９日   〃    各施設事業報告・会計報告 
         １１月２５日   〃    常盤台ｃｐの件・賞与について 
         １２月 ９日   〃    人事考課制度について・事故苦情報告 
            ２３日   〃    各施設事業報告・会計報告 
     令和３年 １月２７日   〃    各施設事業報告・会計報告 
          ２月１０日   〃    令和３年度介護報酬改定について・事故苦情報告 
            ２５日   〃    各施設事業報告・会計報告 
          ３月１０日   〃    令和３年度事業計画、当初予算について 
 
★ 令和２年度財務報告 
１） 目標 

法人全体の収支状況の改善 
 

２） 改修・修繕報告 
     特別養護老人ホーム夢の里 

 相談員室・倉庫レイアウト変更  予算額 １，５００，０００円  
   → ９月２８日～１０月２日 実施額 ９９８，８００円 
 

  ３）固定資産物品購入報告 
     特別養護老人ホーム夢の里 

業務用乾燥機         実施額 ９３５，０００円 
     横浜市岩崎地域ケアプラザ 
       訪問用原動機付自転車 ２台  実施額 ３５９，７８０円（緊急包括支援事業を活用） 
       電動アシスト付自転車 １台  実施額 １２２，７００円（緊急包括支援事業を活用） 
     横浜市常盤台地域ケアプラザ 
       電動アシスト付自転車 ２台  実施額 ２３２，０５６円（緊急包括支援事業を活用） 
       加湿空気清浄機    １台  実施額 １１０，０００円（緊急包括支援事業を活用） 
 
４）リース物品購入報告 

      横浜市岩崎地域ケアプラザ 介護事業所支援システム・ＰＣハード等入替 ８，０３３，５２０円 
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５）建設時借入金償還状況 

建  物 横浜市常盤台地域ケアプラザ 

借 入 先 
独）福祉医療機構 
借入年月日 

（平成21年12月18日） 

社福）横浜市社会福祉協議会 
借入年月日 

（平成21年9月4日） 
合 計 

内  訳 元 金 利 子 元 金 利 子 

貸付金額 20,000千円 3,320千円 40,000千円 ------ 63,320千円 

償還済額 10,000千円 2,440千円 20,000千円 ------ 32,440千円 

当期予定額 1,000千円 160千円 2,000千円 ------ 3,160千円 

残  額 9,000千円 720千円 18,000千円 ------ 27,720千円 

令和2年度 
返 済 額 

1,000千円 
内）補助額 

750千円 
内）法人負担額 

250千円 

160千円 
内）補助額 

160千円 
内）法人負担額 

0千円 

2,000千円 
内）補助額 

1,500千円 
内）法人負担額 

500千円 

------ 

3,160千円 
内）補助額 

2,410千円 
内）法人負担額 

750千円 
 

★ 法人事務局 
 １）重点項目 
   ① 働き方改革関連法への対応 
      ２０１９年４月から施行される制度のうち、強制力を伴う罰則付き規制（時間外労働の上限規制の

導入・年５日以上の年休取得の義務化）について対策・対応に努めました。 
   ② ホームページ更新 
      公開可能まで調整済み。 
   ③ 人事考課制度の実施 
      考課者研修について、ＤＶＤを購入。 
      ９月９日本部会議にて理事長・理事・施設長・所長・事務局長を対象に考課者研修を実施。 
      令和２年１０～１２月 各施設にて考課者研修実施。 
      令和３年１月～    試験運用実施中。（令和３年６月まで） 
       
  ２）実施・担当事業 
   横浜市生活援助員派遣事業 
     高齢者自らが望む生活を実現するために、生活援助員の役割である １．居住形態に配慮しながら、

居住者のニーズに対し適切な機関につなげるコーディネート ２．関係機関・専門職、地域コミュニテ

ィとの連携。３．日常的に行う安否の確認・緊急対応 を行いながら、各住宅につき週２回づつ派遣し、

居住者の状態像や住宅形態に応じて居住継続のサポートを行いました。 
また、新型コロナウィルスの対応について、令和２年４月９日の緊急事態宣言後も、援助員の体調に

充分気をつけ、保健衛生物品（マスク・アルコール消毒液）が不足しないよう各相談室へ配布を行いつ

つ、事業を継続して参りました。 
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ただし、安否確認時の自宅への訪問については、極力インターホン越しに声かけを行うなど、緊急時

以外において援助員と入居者様の接触を控えるよう配慮し、事業を行いました。 
 

住宅名 ３月末世帯数 要介護状態 
新入居 安否確認 

延べ件数 
相談 
延べ件数 退 去 

岩崎町住宅 
対象戸数 27戸 

二人世帯  １戸 
単身世帯 ２５戸 

要支援 １名 
要介護 ４名 

３名 
１，１８８件 ３８件 

１名（永眠） 

ミカーサ横浜 
対象戸数 21戸 

二人世帯  ２戸 
単身世帯 １２戸 

要支援 ３名 
要介護 ２名 

 
７４８件 ７３件 １名（入所） 

１名（永眠） 

シャイニング 

横浜 
対象戸数 36戸 

二人世帯  ２戸 
単身世帯 ３２戸 

要支援 １名 
要介護 11名 

２名 
１，６９８件 １０９件 

 

ライブリー 
さくら 
対象戸数 18個 

二人世帯  １戸 
単身世帯 １３戸 

要支援 １名 
要介護 ２名 

１名 
７８７件 ８８件 ２名（入院） 

１名（永眠） 

桜ヶ丘 
グリーンハイツ 
対象戸数 30戸 

二人世帯  ５戸 
単身世帯 ２４戸 

要支援 ４名 
要介護 ４名 

１名 
１，３５８件 １０１件 

１名（永眠） 

   
 
★ 新型コロナウィルスの対応について 
  【法人（事務局）】 
    理事会・・・８月２６日開催分は書面表決（みなし決議）にて実施 
    事務局・・・４月２２日本部会議は書面郵送。 
          平日は極力職員２名体制（６月～通常へ） 
    生活援助員派遣事業・・・電話、インターホンでの安否確認実施（４月９日～実施中） 
 
【新型コロナ助成事業・・・横浜市及び神奈川県】 

    横浜市 
介護サービス継続支援事業・・・対象外 

     介護サービス運営費助成事業（３密対策助成） 
      Ｒ２年３月・４月審査分と５月・６月審査分の差額が１０万円以上であれば助成対象。 
       夢の里・・・対象外 
       岩 崎・・・対象外 
       常盤台・・・一般デイは９００，０００円。認知デイは１５０，０００円の助成額申請。 
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    神奈川県（包括支援交付金） 
     慰労金（一部職員は対象外） 

         １人５万円。退職職員や振込手数料も対象。派遣職員については、派遣会社と協議のうえ、    

当法人から申請。９月に申請済み。令和３年２月１４日に全対象職員へ振込。 
     感染症対策支援事業 
       ４月１日以降にかかる感染症対策にかかる物品費用等。９月から数回にわけ申請。 
       １回目は慰労金と共に申請済み。２回目は実績報告と共に請求済み。 
 
【職員への対応】 

    法人独自の慰労金の支給。 
      正規・非正規、職種に関係なく全職員に２万円を６月賞与と同時に支給しました。 
    休業補償 
      発熱等により事業所の指示によって休みを取った場合や、ケアプラザの夜間閉鎖などにより、本来

担当する業務が無くなってしまった職員に対して、勤務表又は雇用契約書により本来出勤する日に限

り、休業手当として６０％の給与支給を行いました。（有休との併用は可能） 
      また、小学校等の休校やキッズクラブ等に子供を預けられずに休業等をした職員に対しては、   

小学校等休業対応助成金を活用いたしました。 
      休業補償・手当については、新型コロナウィルス関連の助成金に基づき、１２月及び２月に神奈川

労働局へ申請いたしました。 
 

以 上 
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令和２年度 特別養護老人ホーム夢の里 事業報告書 

 
Ⅰ．実施事業 
   ・介護老人福祉施設      定員 ５７名 （平成３１年３月１日より５０名より変更） 
   ・短期入所生活介護事業    定員  ８名 （平成３１年３月１日より１５名より変更） 
   ・高齢者食事サービス事業   （横浜市委託事業）  
    
Ⅱ．令和２年度事業報告 
 １．総括      
  （１）特養・短期入所の稼働率実績 
      令和２年度の稼働率は、９２．１％・５９．８４名（特養９４．２％・５３．６名 短期入所

７７．０％・６．１名）となり、目標稼動率９８．５％・６４名（特養９９％・５６．５名 短

期入所９３．３％・７．５名）を達成することが出来ませんでした。 
      特養につきましては、本入所者２５名の退所と２５名の入所があり、昨年はご利用者様の入退

所は例年にない増加となり変動の激しい稼働状況となりました。退所の多かった理由といたしま

しては①脳梗塞・癌等での入院退所②入所される方の介護度の重度化③誤嚥性肺炎による体力の

低下等が考えられます。次年度につきましては、特に誤嚥性肺炎の発生予防に努めてまいります。

又、短期入所に関しましては、新型コロナウイルス感染予防対策強化の影響及びご利用者様の利

用控えもあり稼働状況が悪化いたしました。次年度も少しでも空床をご利用していただけるよう

介護支援専門員への空床情報の提供と共に直接連絡を行いご利用案内を行なってまいります。 
新規入所者につきまして、新型コロナウイルス流行による影響により、病院・施設関係・自宅

への事前調査に関して受入制限があり調査が難航いたしました。このため、入所可能な本入所待

機者ほぼ全員へ連絡を行い調査協力していただける方(施設)を選出し、先方の感染予防対策に則
り調査を実施した結果２５名の入所者を確保する事が出来ました。次年度もこの状況が継続する

と思われる為、毎月の新規の本入所希望者への素早い連絡と調査を行い、調査済待機者を男女共

に２～３名の確保するよう努めてまいります。また、調査済待機者の方にも、定期的に介護状況

及び入所意向の確認と他施設からの入所案内の有無確認する為に連絡を行ってまいります。 
施設全体の感染予防対策として、熱発者・退院者は２人部屋を活用し他者への感染予防及び新

型コロナウイルスを施設へ持ち込まなよう隔離対応をいたしました。この対策により１部屋が空

床状態となり稼動率低下の一因となっているため、次年度は感染予防対策・隔離対応について検

討するとともに稼働率向上を目指してまいります。 
 
  （２）新型コロナウイルスに関する対応 

新型コロナウイルス感染症の感染が広がる中、「高齢者施設における感染症対策マニュアル改

訂版」に基づき感染予防に努めました。 
２月より、面会制限・立入制限の実施、全職員出勤時・業者来所時の体温確認、手指消毒、マ

スクの着用、健康チェックを行い、新型コロナウイルス持込防止対策を実施いたしました。 
７月より、ご家族様との面会制限を事前予約制、面会時間１５分以内として緩和いたしました

が、新型コロナウイルス再流行により８月より感染経路遮断する事を目的に、やむを得ない場合

を除き再度面会制限を実施、現在も継続しております。 
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今後の課題として、長期間の面会制限により、入所者様及びご家族様の不安など解消する為に、

オンライン面会が実施できるよう準備してまいります。 
 感染症対策で使用する物品（マスク・グローブ・消毒用アルコール・ガウン）が一時不足いた 
しましたが、出入業者の協力・横浜市から寄贈などで何とか凌ぐことが出来ました。通常より在 
庫を増やし感染症対策が行なえるよう準備してまいります。 

 
（３）新規加算の取得 

新規 排泄に介護を要する利用者への支援に対する評価の加算、８月より新規算定しました。 
    排泄に介護を要する利用者を選定し排泄支援を行う事で自立度が向上する可能性が 

ある方を対象に６か月間に限り算定する加算となります。 
      

（４）眼科往診の実施に向けて 
 検討の結果、眼科受診の対象となる方は数名であり、眼科往診導入による看護師の受入業務が 
煩雑になることから判断し、必要時医に通院する現状の対応を継続することといたしました。 

       
（５）介護職員の人材確保と資質向上 

  今年度の新卒者採用はありませんでしたが、４月に非正規職員より正規職員採用１名、中途
採用として介護職員１名、調理師１名を雇用いたしました。今後も介護職員不足を解消する為

に継続的な求人(学校求人・ハローワーク・新聞折込・電子媒体など)・紹介・派遣会社の活用を
行ってまいります。 
職員の資質向上を目的にした研修につきましては、新型コロナウイルスの流行による感染予

防対策として外部研修への参加を見合わせました。内部研修についても多数の職員が参加し密

な状況となるため中止いたしました。しかしながら研修による自己啓発も必要となるため下半

期より、ウエーブ研修を活用し月ごとに研修テーマ定め職員全員が研修を受けられる体制を確

保し実施いたしました。 
 
   （６）夢の里１階の一部改装について 

 １階の和室を改装し、相談員の執務室として１０月に工事を実施、３月末より使用開始いたし 
ました。 
１階和室は、オムツ倉庫として活用していたため、使用していない１階奥のトイレを倉庫とし 
改装いたしました。 

      
２．行事等活動報告  
（１）主な行事計画 

安全で楽しく、またご家族様にも一緒に楽しんでいただける行事を計画いたしましたが、本年度 
は新型コロナウイルス感染予防のため、誕生会・敬老会以外の行事は中止と致しました。その為、 
季節ごとの行事を少しでも感じて頂けるよう、行事食を提供させていただきました。 
   ４月  誕生会（１５日）・家族会・食事会（２４日）中止 

５月  八十八夜（２日）・菖蒲湯（２３４日）端午の節句（５日）・誕生会（２０日） 
    ６月  誕生会（１７日）・外出会は中止 
   ７月  七夕（７日）・誕生会（１５日） 
   ８月  誕生会（１９日） 
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   ９月  敬老祝賀会（２１日）・誕生会（１６日） 
   １０月  運動会（２４日）中止・誕生会（２１日） 
   １１月  誕生会（１８日） 
  １２月  誕生会＆餅つき（１６日）・クリスマス会（２４日）・ゆず湯（１９～２１日） 

年越し（３１日） 
   １月  新年祝賀会（１日）・書初め（２日）中止・ビデオ鑑賞会（３日）中止・ 

七草粥（８日）鏡開き、お汁粉（１１日）・誕生会（２０日） 
   ２月  節分（２日）・誕生会（１７日） 

３月  常盤台北部自治会合同防災訓練中止（１３日）中止・ひな祭り（３日）・ 
誕生会（１７日） 

 
（２）クラブ活動 
      本年度は新型コロナウイルス感染予防のため活動を休止いたしました。 
 
（３）地域交流及びボランティア 
      本年度は新型コロナウイルス感染予防のため、ボランティア活動は中止といたしました。 

     ＜ 聖ヶ丘学園 ＞ 
        一年を通じて聖ヶ丘教育福祉専門学校の専攻科の学生介護実習（通年・集中）を受け入れ

ておりましたが、学校と協議の結果本年度は新型コロナウイルス感染予防のため中止といた

しました。  
     ＜ 育和幼稚園 ＞ 

本年度は新型コロナウイルス感染予防のため中止といたしました。   
     ＜ ひかりの風保育園 ＞ 

交流会は実施いたしませんでした。園児も新型コロナウイルス感染症予防対策により散歩 
も中止となり窓越しに手を振り合うなど日常での交流の機会がありませんでした。 

     ＜中学校体験学習＞ 
        本年度は新型コロナウイルス感染予防のため中止となりました。 
     ＜ 大学生教員免許取得の為の実習受入＞ 

本年度は新型コロナウイルス感染予防のため受入を中止といたしました。 
     ＜横浜市新任職員福祉活動実習受入＞ 
        本年度は新型コロナウイルス感染予防のため横浜市より依頼の辞退がありました。    

＜ボランティアの受け入れ＞ 
        本年度は新型コロナウイルス感染予防のため受入を中止といたしました。 

＜夏休みボランティア体験（ちょいボラ）＞ 
        夏休みの期間中、保土ケ谷区社協主催の小中学生を中心に福祉施設でのボランティア体験 
       を行なう実習施設として協力を申し出致しましたが、本年度は新型コロナウイルス感染予防

のため受入を中止といたしました。 
     ＜介護相談員派遣事業受け入れ＞ 

毎年、区役所より派遣された介護相談員２名により、入居されている方・ご家族様から   
       サービスに関する疑問・不満等を聴取していただき、施設との橋渡しを行って頂いておりま 

すが、本年度は新型コロナウイルス感染予防のため受入を休止といたしました。 
 



 12 

     ＜家族会＞ 
       令和２年 ４月２６日 １０：００～１１：００ を予定しておりましたが 

新型コロナウイルス感染予防のため中止といたしました。         
     ＜部屋貸し＞ 
       令和２年 ７月・９月  認知症レコードカフェを予定しておりましたが         

新型コロナウイルス感染予防のため開催を中止といたしました。 
３．医務 
（１）健康管理 

ご利用者様の個々のニーズに的確に関わる看護を目指し、嘱託医と協力し、介護度が改善・

安定できるような看護を目指すため、以下の取り組みを行いました。 
 １ 看護と介護の連携を密に協力し、２４時間態勢にて生活の援助に努めました。 
 ２ 体調の変化に常に重点をおき、急変時のバイタル測定、主治医への報告、処方薬の服薬

介助など的確な対応をいたしました。 
 ３ 必要時の受診の対応、援助をいたしました。 
 ４ ６月の老人健診は新型コロナウイルス感染予防のため中止いたしました。 
 ５ 体調の変化の目安とするため、毎月体重測定、血圧の測定を行いました。 
 ６ １０月から１１月にご利用者様及び職員へインフルエンザの予防接種を行いました。 

 
（２）感染症・食中毒防止 

       １年を通じて、感染症や食中毒の予防及び万一の発生時には蔓延の防止に取り組みました。 
今年度は、１月にインフルエンザの罹患者（短期入所ご利用者２名）が発生し、利用者様及び

職員に対してインフルエンザ治療薬の予防与薬を実施しすると共に、家族様にもご理解ご協力

していただき、面会制限を行い罹患防止に努めました。その結果他のご利用者様職員への罹患

はありませんでした。 
             
      １ インフルエンザ対策 
        ご利用者様及び職員に対して嘱託医と協力し、１０月にご利用者様・職員に予防接種を実

施いたしました。また、１１月より手洗い、うがい等の啓蒙、施設入り口には来所者用のマ

スクとアルコール消毒液を常備し予防策の援助を行いました。また、職員の出勤時に体温測

定を実施し体調チェック表への記入をする事により自己の体調管理及び啓発を行いました。 
１０月～３月の期間は、全居室での加湿器の使用と、カウンター前の加湿器及びインフル

エンザ感染者専用部屋の加湿器には塩素系の消毒液を入れ対応いたしました。 
インフルエンザまん延予防対策として、施設内でインフルエンザ罹患者が確認された場合

は、ご利用者様及び職員に対して予防与薬を７日間服用することと継続いたしました。 
       職員の同居家族で罹患者が発生した場合も、施設内への蔓延予防対策として予防予薬を実施 

いたしました。 
 
      ２ ノロウィルス対策 
        看護、介護、栄養士及び調理師がお互いに協力し、ノロウィルスの発生が多い１０月～３

月まで、使用した食器を塩素消毒する等の予防対策を実施しました。また、万一嘔吐や下痢、

発熱などの症状のあるご利用者様がでた場合のために、汚物処理の方法や施設内の消毒方法

などの研修を全職員対象に実施し、まん延予防対策の徹底も図りました。 
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      ３ 新型コロナウイルス対策 
        令和２年２月より新型コロナウイルス感染予防対策として、ご家族様との面会制限の実施、

職員の手指消毒・マスクの着用・出勤時の検温・健康チェックの継続実施、納品業者に対し

ては、施設入館時の検温・手指消毒・マスクの着用を実施いたしました。また、職員へは、

掲示板へ資料の掲示、回覧、ミーティング等を活用し日々予防への啓蒙を実施いたしました。 
 

（３）褥瘡対策 
      褥瘡はご利用者様にとって身体的、精神的にとても負担の大きいものです。褥瘡ゼロを目 

指し嘱託医、看護、介護、栄養士及び調理師がお互いに協力し褥瘡予防を積極的に取り組み 
ました。また、数件ですが初期状態の発赤・表皮剥離の発症がありましたが、主治医との連 
携のもと、体位交換皮膚の清潔保持や栄養管理など的確な処置により早期治癒いたしました。 
全利用者様を３グループに分け３月に一回調査を行い多職種で状況確認を行いました。 
 

（４）ＡＤＬ向上に向けて 
     嚥下体操、口腔ケア、リハビリなど個人にあったケアをとり入れて継続的に実施いたしま

した。 
    昼食前またはおやつの前後に、身体機能の維持を目的に看護師を中心として嚥下体操・合唱

などを行いました。 
 
（５）感染症・食中毒施設内研修実績  

令和２年１１月１７日  ノロ対応蔓延予防研修 ・ 実技研修（新任職員研修対応） 
 

 ４．厨房  
（１）食事管理 

ご利用者様の個々の状態に合わせた食事の形態や適正なカロリー、栄養バランスのとれた食事

を提供するとともに、美味しく安全な食事を提供いたしました。 
嚥下困難な方へのトロミ剤の使用方法及び適正な濃度について統一濃度で提供できる体制を 
整え職員への周知を行い、ご利用者様に合わせたトロミ形態で提供を行いました。 

  （２）行事食 
      その月の行事や季節の催し物に因んだ行事食や月１回の誕生会の昼食を行事食とし美味しく

また、見た目にも楽しめる食事を提供いたしました。 
 
 ５．横浜市高齢者食事サービス事業 

食事サービス事業を通して、居宅生活者の安全と安心を見守り、併せて、食生活の改善を促進し健康

な生活をサポートいたしました。令和２年度実績は前年度と比べ２，２９７食の大幅な減少、１日平均

でも１２．７個（前年度１９．２個 １日平均△６．５個）となりました。新規利用者については新型

コロナウイルス感染症に係る緊急事態宣言等の影響により、７月頃まで利用申込みがない状態が続きま

したが、７月以降１８名の新規利用者の獲得となりました。一方で中止となったご利用者様も２４名と

なり、配達個数の増には結びついておりません。このため、配達に利用していた車両１台を廃車、夕食

の配達員を２名から１名体制にするなど、経費削減を同時に進めました。 
食事サービス事業としましてはコロナ禍の元、在宅高齢者の食事確保及び安否確認について、とても

重要な事と考えています。しかし、安否確認時に配達員との接触を避けたいとの理由で、お弁当をお休
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み又は中止されるご利用者様もおります。また、令和３年度には近隣の特養が食事サービス事業から撤

退する事態となっておりますが、この状況下においてできる限りの工夫を行い、引き続きより多くのご利

用者様にサービス提供できるよう、事業を実施してまいります。 
 
令和２年度配達実施地域 
保土ヶ谷区：常盤台、峰沢町、岡沢町、鎌谷町、宮田町、岩間町、西久保町（ＪＲ線以北のみ）、 

神戸町、天王町、川辺町、和田町、釜台町、上星川町、峰岡町、星川町、桜ヶ丘 
月見台、霞台、帷子町、岩崎町 明神台  

神奈川区 ：羽沢南 
 
 
６．防災・防火   

１利用者・職員及び地元自治会の人命安全、被害防止のため防災計画・地元自治会との防災協 
定及び特定避難場所の協定に基づいた非常災害対策の適切な実施を今後も継続してまいります。 
・非常災害時の緊急連絡網、関係機関への通報及び連携体制構築の確認。 
・職員に対する防災計画及び連絡体制の周知。 
・消防設備点検 依頼業者により年２回 ４月・１０月に実施いたしました。 
   自主点検は年２回 ７月・１月に担当職員にて実施いたしました。 

・新任（現任）職員対象に消防計画の説明及び消火設備・放水訓練を実施いたしました。 
   １２月４日   参加者 新任職員 ４名  

・避難訓練を年２回実施いたしました。 
   １２月１４日 昼間想定 通報・消火・避難誘導訓練・新任職員研修 

３月１１日 常盤台北部自治会合同防災訓練中止 夜間想定 夢の里のみで実施 
・非常食の備蓄  ９００食（１００名×３食×３日分） 

夢の里利用者分として６５名分の非常食３日分備蓄しています。 
夢の里職員分として１５名分の非常食３日分備蓄しています。 
特定避難場所として２０名分の非常食３日分備蓄しています。 

      ・消防署 査察関係  
 消防・警防査察  本年度は実施なし 
 

２火災対策として、以下の火災予防策・防火安全体制の再確認、指導の徹底をして参ります。 
・喫煙等の火気管理の徹底。 
・暖房機器や厨房機器等の火気使用設備・器具の管理。 
・階段、通路などの避難経路及び防火戸、防火区画の管理。 
・寝具・布張り家具（ソファー等）に防炎性能及び着火防止性能を有する製品の使用。 
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 Ⅲ．令和２年度稼動実績 
① 施設サービス稼動実績                         単位：人  稼働率：％ 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

特

養 

定員 1,710 1,767 1,710 1,767 1,767 1,710 1,767 1,710 1,767 1,767 1,596 1,767 

利

用

人

数 

延べ 1,583 1,650 1,536 1,624 1,618 1,603 1,695 1,667 1,735 1,689 1,495 1,698 

空床 

利用 
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

合 計 1,583 1,619 1,536 1,625 1,618 1,603 1,695 1,667 1,735 1,689 1,495 1,698 

稼動率 
日平均 

92.6 

52.77 

93.4 

53.23 

89.8 

51.20 

91.9 

52.39 

91.6 

52.19 

93.7 

53.43 

95.9 

54.68 

97.5 

55.57 

98.2 

55.97 

95.6 

54.48 

93.7 

53.39 

96.1 

54.77 

短

期 

定 員 240 248 240 248 248 240 248 240 248 248 224 248 

利

用

人

数 

延べ 238 208 185 189 189 180 180 139 150 206 179 204 

予防 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

自費 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

合 計 238 208 185 189 189 180 180 139 150 206 179 204 

稼動率 
日平均 

99.2 

7.93 

83.9 

6.71 

77.1 

6.17 

76.2 

6.10 

76.2 

6.10 

75.0 

6.00 

72.6 

5.81 

57.9 

4.63 

60.5 

4.84 

83.1 

6.65 

79.9 

6.39 

82.3 

6.58 

利用総計 1,821 1,827 1,721 1,814 1,807 1,783 1,875 1,806 1,885 1,895 1,674 1,902 

総計稼動率 
日平均 

93.4 

60.70 

90.7 

58.94 

88.3 

57.37 

90.0 

58.52 

89.7 

58.29 

91.4 

59.43 

93.1 

60.48 

92.6 

60.20 

93.5 

60.81 

94.0 

61.13 

92.0 

59.79 

94.4 

61.35 

  実績人数     満床人数 
※令和２年度     稼動率 （全体）２１，８４０ ÷ ２３，７２５名＝  ９２．１％  ５９．８４名 
             （特養）１９，５９３ ÷ ２０，８０５名＝  ９４．２％ ５３．６８名 
            （短期） ２，２４７ ÷  ２，９２０名＝  ７７．０％  ６．１６名 

参考 令和元年度実績 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

特養 人数 1,661 1,697 1,639 1,707 1,681 1,613 1,692 1,620 1,677 1,668 1,527 1,618 

   稼動率 
97.1 

55.37 

96.0 

54.74 

95.8 

54.63 

96.6 

55.06 

95.1 

54.32 

94.3 

53.77 

95.8 

54.58 

94.7 

54.00 

94.9 

54.10 

94.4 

53.81 

92.4 

52.66 

91.6 

52.19 

短期 人数 258 273 242 248 252 246 240 220 197 217 187 248 

   稼働率 
107.5 

8.6 

110.1 

8.81 

100.8 

8.07 

100.0 

8.00 

101.6 

8.13 

102.5 

8.20 

96.8 

7.74 

91.7 

7.33 

79.4 

6.35 

87.5 

7.00 

80.6 

6.45 

100.0 

8.00 

利用者 総計 1,919 1,970 1,881 1,955 1,933 1,859 1,932 1,840 1,874 1,885 1,714 1,866 

総計 稼働率 
98.4 

63.97 

97.8 

63.55 

96.5 

62.70 

97.0 

63.06 

95.9 

62.35 

95.3 

61.97 

95.9 

62.32 

94.4 

61.33 

93.0 

60.45 

93.5 

60.81 

90.9 

59.10 

92.6 

60.19 

   ※ 令和元年度     稼動率 （全体）９６．６％  ６１．８３名 
（特養）９４．９％ ５４．１０名（短期）９６．６％  ７．７３名 
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② 入所状況 （ 令和２年度 月別集計 ）                       単位：人 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

入所 
男 ０ ２ １ １ １ １ ２ ０ ０ ０ １ ０  ９ 

女 ２ １ １ ２ １ ２ １ ０ １ ０ ３ ２ １６ 

合計 ２ ３ ２ ３ ２ ３ ３ ０ １ ０ ４ ２ ２５ 

※ 入所前状況         
         在宅からの入所  １０ 名     老人保健施設入所者   １０ 名 
         病院からの入所   ３ 名      有料老人ホーム      ２ 名 

※ 入所待機者状況   ３月現在   １３８ 名 （男性 ６６名  女性 ７２名 ）  
 
③ 退所状況 （ 令和２年度 月別集計 ）                       単位：人 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

退所 
男 １ １ ２ ０ １ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ７ 

女 １ ２ ２ ２ ２ １ ０ １ ０ ３ ２ ２ １８ 

合計 ２ ３ ４ ２ ３ １ １ １ ０ ４ ２ ２ ２５ 

※ 医療機関への入院    ７ 名     施設での看取り   １８ 名 
      
 

④ 介護度状況（ 令和３年３月３１日 現在 ）                     単位：人 

 介護 １ 介護 ２ 介護 ３ 介護 ４ 介護 ５ 合計 

介護度 
男 ０ ０ ２ ９ ５ １６ 

女 ０ ０ １０ １６ １３ ３９ 

合計   ０ ０ １２ ２５ １８ ５５ 

割合 ０％ ０％ ２２％ ４５％ ３３％  

     ※ 平均介護度    全体 ４．１１    男性  ４．１９ 
                           女性  ４．０８ 

 
⑤ 年齢状況 （ 令和３年３月３１日 現在 ）                    単位：人 

 ～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90～94 95～99 100以上 合計 

年齢 
男 １ ３ ２ ２ ４ ３ １ ０ ０ １６ 

女 １ ０ ３ ２ ７ ６ １０ １０ ０ ３９ 

合計 ２ ３ ５ ４ １１ ９ １１ １０ ０ ５５ 

     ※ 平均年齢     全体 ８４．５６ 歳  男性  ７７．１９ 歳 
                            女性  ８７．５９ 歳 
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⑥高齢者食事サービス稼動実績                             単位：人 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

昼 

食 

食数 158 169 115 100 98 108 115 87 87 77 90 89 

平均 5.2 5.4 3.8 3.2 3.1 3.6 3.7 2.9 2.9 2.8 3.2 2.8 

夕 

食 

食数 357 341 288 315 281 286 267 222 246 255 244 268 

平均 11.9 11.0 9.6 10.1 9.1 9.5 8.6 7.4 8.0 9.1 8.7 8.6 

合計 
食数 515 510 403 415 379 394 382 309 333 332 334 357 

平均 17.1 16.4 13.4 13.3 12.1 13.1 12.3 10.3 10.9 11.9 11.9 11.4 

昨年 
食数 679 686 685 689 646 615 566 502 501 433 453 505 

平均 22.6 22.0 22.7 22.1 20.8 20.4 18.1 16.7 16.2 15.5 15.5 16.3 

※ 令和 元年度 平均   ６，９６０食÷３６３日＝ １９．１食 
※ 令和 ２年度 平均   ４，６６３食÷３６２日＝ １２．９食 

 
  Ⅱ．医務 
① 来受診状況 （ 令和２年度 月別集計 ）                   単位：人 

 内科 外科 整形外科 
歯科 

（往診含） 
眼科 皮膚科 脳外科 精神科 その他 合計 

４月 １ ０ １ ２０ ０ ０ ０ １５ ０ ３７ 

５月 ７ ０ ０ ２０ ０ ６ ３ ８ ０ ４４ 

６月 １０ １ ０ ２４ ２ １０ １ １６ ０ ６４ 

７月 １０ ０ １ ２９ ３ ８ ３ １５ ０ ６９ 

８月 ５ ３ ０ ３５ ０ ０ ０ １６ ２ ６１ 

９月 ９ １ １ ３８ ０ １１ ０ ３１ ０ ９１ 

１０月 ３ ２ ０ ４４ ０ ９ ２ ２２ ０ ８２ 

１１月 ６ ６ ０ ３３ ０ １１ ０ ２２ ３ ８１ 

１２月 １４ ３ ３ ３７ ０ １０ ０ １３ １ ８１ 

１月 １０ ２ ０ ３２ ２ ０ ０ １３  ５９ 

２月 ５ １ ０ ３５ ０ ９ ０ ２４ ０ ７４ 

３月 １１ ０ １ ３６ ０ ７ １ ２１ １ ７８ 

合 計 ９１ １９ ７ ３８３ ７ ８１ １０ ２１６ ７ ８２１ 

  
② 人健診及び職員検診の実施 
老人健診  令和２年６月に予定しておりましたが、新型コロナウイルス感染予防のため中止といた 

しました。 
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職員健診  令和２年１１月６日に実施予定 （全職員)       ５３名 
ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種  入所者  令和２年１０月２０日        ５４名 

職員対象 令和２年１０月～１２月に実施予定  ３９名 
   
  
③ 入退院状況 （ 令和２年度 月別集計 ）                    単位：人 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

 
入院 ３ ４ １ ４ ０ ０ ２ １ １ ３ ２ ２ ２３ 

退院 １ ３ ３ ３ ２ ０ １ １ ２ １ ２ ４  ２３ 

延べ日数 90 60 64 46 30 0 9 22 14 28 41 27 ４３１ 

昨年 25 72 50 21 50 30 0 10 66 68 61 93 ５４６ 

 
Ⅲ．厨房 
  ①行事食 

 行事食（昼食・おやつ）メニュー 

４月 15日 誕生会  26日家族会食事会(中止) 

５月 1日 開所記念  1日 八十八夜 ・ ５日端午の節句 ・10日 母の日 ・ 20日 誕生会 

６月 17日 誕生会 ・ 14日 父の日 

７月 ７日 七夕 ・ 15日 誕生会 ・ 21日 土用の丑 

８月 19日 誕生会 

９月 16日 敬老会・誕生会  ・21日敬老行事食 ・  23日 彼岸おはぎ 

１０月 21日 誕生会 

１１月 18日 誕生会 

１２月 16日 誕生会＆餅つき ・22日冬至 ・24日 クリスマス ・31日 年越しそば 

１月 1日 新年祝賀会 ・7日 七草粥 ・11日 鏡開き ・15日 小正月 ・20日 誕生会 ・31日 晦日正月 

２月 2日 節分 ・ 14日 バレンタイン ・ 17日 誕生会 

３月 3日 ひなまつり ・ 17日 誕生会 ・ 20日 春分の日 

 
以 上 

 














































